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平成３０年度一般会計予算の内訳

区 分 ３０年度予算額 前年度比 説 明

歳

入

（
財
源
）

町税 ４６億２５０４万円 △ ％ 町民税など皆様からいただく税金

分担金等 ５億８２１３万円 ％ 分担金・使用料・手数料・財産収入など

繰入金 ４億 ５７５万円 ％ 基金（積立金）から繰り入れるお金

地方交付税 ２７億 円 △ ％ 市町村間の均衡を図るため国が交付するお金

譲与税・交付金 ６億２１３０万円 ％ 一定の基準にしたがって国が交付するお金

国・県支出金 ２３億 ５０８万円 ％ 国や県が使用目的を特定して交付するお金

町債 １２億７０７０万円 ％ 町が事業を行うために借り入れるお金

合 計 １２５億１０００万円

歳

出

（
使
い
み
ち
）

人件費 １７億３８０６万円 △ ％ 職員の給料や議員報酬などに使うお金

扶助費 １１億４９８４万円 ％ 医療費や児童手当などに使うお金

公債費 １４億１３２４万円 △ ％ 町の借金を返済するためのお金

物件費等 ２１億８８１８万円 ％ 業務委託・物品購入・施設の維持補修など

補助費 ２２億２６６８万円 △ ％ 補助金・助成金・負担金など

建設事業費 １６億８１８１万円 ％ 道路整備や建物などの建設に使うお金

繰出金等 ２１億１２１９万円 △ ％ 特別会計に繰り出しするお金、積立金など

合 計 １２５億１０００万円

義務的経費

％

消費的経費

％

投資的経費

％

その他経費

％自主財源

％

依存財源

％

    ３月定例会は２月２７日から３月１６日までの会期で開かれ、町長から提出

 

 
                               

                                

                                

    平成３０年度各会計の予算額

区 分 ３０年度予算額 （参考）２９年度 （参考）２８年度

一 般 会 計 １２５億１０００万円 １２１億８０００万円 １４０億 円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ２５億６２２３万円 ２９億４６２４万円 ３１億１７９２万円

後期高齢者医療 ３億４１７４万円 ３億１２６７万円 ３億１１６３万円

農業集落排水事業 ４億９１０４万円 ４億９８３１万円 ４億６０６８万円

公共下水道事業 ８億 ８４３万円 ７億５２２８万円 ７億８０５１万円

地域し尿処理施設 ６４５２万円 ６２２８万円 １億４５６６万円

簡 易 水 道 事 業 ※２９年度から水道企業会計に統合されました。 １３６８万円

介 護 保 険 ３０億２２５８万円 ２９億７６９５万円 ２８億４９５７万円

診 療 所 事 業 １億７５１８万円 １億７４８０万円 １億６８１７万円

ケーブルテレビ事業 ４億５９５６万円 ４億７１３５万円 ４億４８７８万円

企

業

会

計

水

道

収益的支出 ５億８９８４万円 ５億８８６７万円 ５億７４９７万円

資本的支出 ４億８２５８万円 ４億 ５１２万円 ４億４９７２万円

病

院

収益的支出 １２億７３２４万円 １２億８４８９万円 １３億 ９６５万円

資本的支出 １億７７６４万円 ２億６０５７万円 ３億１３８３万円

合 計 ２２９億５８５８万円 ２２９億１４１３万円 ２４９億４４７７万円

【
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計
予
算
の
状
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】

【固定資産税の予算額の推移】
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、
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に
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り
、
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と
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志賀原子力発電所の

大規模償却資産分

された、平成３０年度当初予算、平成２９年度補正予算、条例改正など、合わせて４１件を審議しました。

議会だより しか № 51 号
平成３０年４月２６日発行 2
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地域おこし協力隊として、町外から人材を

受け入れ、結婚支援事業を行ってもらいます。

子どものインフルエンザワクチンのほか、ロタウイ

ルスワクチンやおたふくかぜワクチンの接種費用を

助成します。また、妊婦健診やがん検診で助成の範囲

を拡大します。

電気柵購入補助の上限額を１０万円から

２０万円に引き上げします。

 

                                

 
                               

                                

                                

                                

                                

一定の期間就労したＵ・ ターン者に 万円、新規

学卒者に 万円の奨励金を交付します。また、学校

卒業後１年以内に町内企業に就業し、一定の期間就労

すれば、奨学貸付金の半額相当の返済を免除します。

これまでの路線に加え、富来駅からＪＲ羽咋

駅までを結ぶ富来線について、路線バス事業者

の赤字分を町が補てんします。

小学校と中学校への給食配送に加えて、志

賀高校の希望者にも給食を配送します。

 

第２次志賀町総合計画に掲げた町の将来像

『魅力と笑顔にあふれ、未来に躍進するまち』

の実現に向けた各種施策となっています。
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支所

【ご注意】この写真上に記された事業は平成 年度のすべての事業ではありません。また、複数年かかる事業については、 

 

 

 

①放射線防護施設の整備（鹿頭地内） ２億７０００万円

②県営ほ場整備（鹿頭地内） ８億円

③西海浄化センターの改修 ２億３０００万円

④地域福祉センターの改修と温泉センターの解体 ４億４２６０万円

⑤県営ほ場整備（相神地内） １９億６６００万円

⑥ますほの丘住宅の整備（単身者棟・ファミリー棟） ４億５５０万円

⑦富来領家町地内の融雪設備整備 ３６０万円

⑧浜の橋の補修（富来領家町・富来地頭町地内） １５００万円

⑨広地低区配水池の耐震化 ６６００万円

⑩防火水槽の設置（尊保地内） ９００万円

⑪旧熊野小学校の改修 １億６７７０万円

厳しい財政状況の中、投資的経費である建設事業費は、緊急性や

                                

                                

                                

                                

                                

                                

 

 

 

役場

全体の工事費（見込み）を掲載しています。 

⑫水道老朽管の更新（谷屋地内） ４０００万円

⑬直海浄化センターの改修 １億３５０万円

⑭旧福浦灯台の駐車場整備 ９７０万円

⑮ため池の整備（赤住・百浦地区） １億５２００万円

⑯ため池の整備（猪の谷第 地区） ２億８１９０万円

⑰志賀町野球場の改修 ５５８０万円

⑱総合体育館トレーニングルームの改修 ３４８０万円

⑲中央処理センターの改修 ８６８０万円

⑳保健福祉センターと文化ホールの改修 ５億２０９０万円

㉑高浜町地内の融雪設備整備 １４００万円

㉒みらいとうぶ住宅地の公園整備 ４０３０万円

㉓みらいとうぶ住宅地付近の道路改良 ５００万円

 

 

㉔水道老朽管の更新（安津見地内） ２８００万円

㉕水道老朽管の更新（米浜・穴口地内） ３０００万円

㉖大中橋の補修（舘・福井地内） １５００万円

㉗緩衝帯の整備（福野地内） ３４０万円

㉘水道老朽管の更新（福野・宿女地内） ３５００万円

重要性を見極めながら実施年度の調整が図られています。
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㉖大中橋の補修（舘・福井地内） １５００万円

㉗緩衝帯の整備（福野地内） ３４０万円

㉘水道老朽管の更新（福野・宿女地内） ３５００万円

重要性を見極めながら実施年度の調整が図られています。
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発
電
所
の
運
転
停
止

に
よ
る
影
響
は

 

質
疑

志
賀
原
子
力
発
電
所

の
大
規
模
償
却
資
産
に
か
か

る
固
定
資
産
税
が
年
々
減
っ

て
い
る
が
、
運
転
停
止
が
影

響
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

運
転
停
止
に
か
か

わ
ら
ず
、
収
益
に
つ
な
が
る

も
の
と
し
て
、
通
常
ど
お
り

課
税
さ
れ
て
い
る
の
で
影
響

は
な
い
。

 
  

      

電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
の
見
通
し
は

質
疑

電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
は
、
本
来
は
原
子
力

発
電
所
の
稼
働
率
に
応
じ
て

計
算
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
停
止
中

の
原
子
力
発
電
所
に
は
、
み

な
し
稼
働
率
の
使
用
が
許
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
本
交

付
金
の
見
通
し
は
。

答
弁

本
交
付
金
は
、
現
在

は
約
６
億
円
で
あ
り
、
前
年

度
か
ら
３
４
０
０
万
円
ほ
ど

減
っ
て
い
る
。

み
な
し
稼
働
率
は
、
当
初

％
だ
っ
た
も
の
が
、
現
在

は

％
に
、
最
終
的
に
は

％
ま
で
と
段
階
的
に
下

が
っ
て
い
く
。
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質
疑

す
ば
る
幼
稚
園
と
乳

幼
児
保
育
園
が
統
合
し
て
、

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た

こ
と
で
、
何
が
変
わ
る
の
か
。

答
弁

認
定
こ
ど
も
園
と

は
、
教
育
と
保
育
を
一
体
的

に
行
う
施
設
で
あ
る
。

教
育
施
設
で
あ
る
「
す
ば

る
幼
稚
園
」
と
保
育
施
設
で

あ
る
「
乳
幼
児
保
育
園
」
を

統
合
す
る
こ
と
で
、
保
護
者

の
就
労
状
況
に
か
か
わ
ら
ず

受
け
入
れ
が
可
能
と
な
り
、

す
べ
て
の
園
児
を
延
長
し
て

預
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

認
定
こ
ど
も
園
に
な

っ
て
ど
う
変
わ
る

運転が停止している志賀原発

すばる幼稚園

平成 年度

当初予算の審査

運転が停止している志賀原発 運転停止が続いている志賀原子力発電所

乳幼児保育園

 

                               

温
泉
施
設
は
必
要
か

 

質
疑

シ
ー
サ
イ
ド
ヴ
ィ
ラ

渤
海
と
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
両
方
に
温
泉
が
あ
る
の
は
、

無
駄
で
は
な
い
か
。

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
弁

宿
泊
施
設
と
福
祉

施
設
と
い
う
こ
と
で
、
温
泉

は
必
要
で
あ
る
。

町
内
の
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
見
づ
ら
い

質
疑

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
よ

う
と
し
て
も
、
見
づ
ら
い
と

い
う
声
を
耳
に
す
る
。

答
弁

ス
マ
ホ
対
応
は
し

て
い
る
が
、
す
べ
て
の
情
報

に
対
応
し
て
い
な
い
の
で
、

改
善
を
図
り
た
い
。

給
水
車
を
購
入
す
る

理
由
は

質
疑

給
水
車
を
購
入
す
る

理
由
は
。
ま
た
、
他
の
自
治

体
で
災
害
が
あ
っ
た
場
合
の

出
動
基
準
は
あ
る
の
か
。

答
弁

災
害
時
に
、
医
療
機

関
な
ど
の
緊
急
を
要
す
る
施

設
に
迅
速
に
水
を
供
給
す
る

た
め
購
入
す
る
。

出
動
基
準
は
特
に
な
い
が
、

他
の
自
治
体
で
災
害
が
あ
れ

ば
応
援
し
た
い
。

富
来
病
院
の
赤
字
を

改
善
せ
よ

質
疑

富
来
病
院
の
経
営
状

況
は
厳
し
い
が
、
ど
う
や
っ

て
改
善
す
る
の
か
。

答
弁

前
年
度
に
、
病
院
経

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
委
員
会
を
設
置
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
職
員
の
意
識

も
向
上
し
て
お
り
、
徐
々
に

改
善
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
増

え
て
い
る
の
か

質
疑

ふ
る
さ
と
納
税
は
前

年
度
よ
り
増
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

ふ
る
さ
と
納
税
は
、

２
月
末
時
点
で
３
５
０
０
万

円
で
あ
り
、
前
年
度
か
ら
９

０
０
万
円
減
っ
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
を
何

に
使
う
の
か

質
疑

財
政
調
整
基
金
（
積

立
金
）
を
２
億
３
０
０
０
万

円
も
取
り
崩
す
理
由
は
。

答
弁

み
ら
い
と
う
ぶ
の

整
備
に
１
億
円
、
総
合
体
育

館
の
改
修
に
４
０
０
０
万
円
、

除
雪
費
用
に
６
０
０
０
万
円

ほ
ど
か
か
る
た
め
。

な
ぜ
医
療
費
が
増
え

て
い
る
の
か

質
疑

国
保
の
医
療
費
が
増

え
て
い
る
理
由
は
。

答
弁

本
町
に
は
、
悪
性
腫

瘍
や
糖
尿
病
に
よ
る
透
析
患

者
な
ど
、
重
篤
な
患
者
が
多

い
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
も
健
康
づ
く
り
事
業

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

平成 年度

補正予算の審査

災害時に活躍する加圧式給水車

議会だより しか № 51 号
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よ
る
影
響
は

質
疑

国
保
税
が
見
直
し
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
保

世
帯
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
。

答
弁

今
回
の
見
直
し
で
、

国
保
税
の
計
算
か
ら
資
産
割

が
廃
止
さ
れ
、
所
得
割
と
均

等
割
の
割
合
が
増
え
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
約

％
の

世
帯
が
減
額
と
な
る
が
、
所

得
が
多
い
世
帯
と
加
入
者
が

多
い
世
帯
で
は
増
額
と
な
る
。

資
産
割
を
廃
止
す
る
理
由

は
、
利
益
を
生
ま
な
い
土
地

や
建
物
に
も
課
税
さ
れ
る
た

め
、
低
所
得
者
で
あ
っ
て
も

負
担
が
重
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
は
、
す
で
に
資
産
割

は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

介
護
保
険
料
を
据
え

置
き
で
き
な
い
か

質
疑

介
護
保
険
料
が
引
き

上
げ
さ
れ
る
が
、
４
億
６
０

０
０
万
円
の
基
金（
積
立
金
）

を
取
り
崩
し
て
、
料
金
を
現

状
の
ま
ま
据
え
置
く
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

答
弁

す
で
に
基
金
か
ら

約
１
億
１
０
０
０
万
円
を
取

り
崩
し
て
対
応
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
引
き
上
げ
額
を

抑
え
て
い
る
。

次
回
の
介
護
保
険
料
の
見

直
し
の
際
に
も
多
額
の
基
金

を
取
り
崩
す
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
は
難

し
い
。

国保税の税率および税額の比較（ 歳から 歳までの場合）

項 目 説 明 改正後 改正前 差 額

所 得 割 世帯の所得に応じて加算 ％ ％ ％

資 産 割 世帯の資産に応じて加算 ％ ％ 廃止

均 等 割 世帯の加入者数に応じて加算 円 円 円

平 等 割 一世帯につき加算 円 円 △ 円

介護保険料の比較

所得段階 改正後 改正前 差 額

第１段階
（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

第２段階
（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

第３段階
（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

第４段階
（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

第５段階

（基準額）

（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

第６段階
（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

第７段階
（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

第８段階
（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

第９段階
（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

※（ ）は月額の金額です。

※国保税は、所得割＋均等割＋平等割で計算されます。
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志っ賀りチェック！委員会審査

 

                                

ま
す
ほ
の
丘
住
宅
の

家
賃
に
軽
減
措
置
は

質
疑

ま
す
ほ
の
丘
住
宅
単

身
棟
の
毎
月
の
家
賃
は
３
万

８
５
０
０
円
と
の
こ
と
だ
が
、

所
得
の
低
い
方
に
軽
減
措
置

は
あ
る
の
か
。

答
弁

毎
月
の
月
額
所
得

が

万
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１
円
か
ら

万
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円
以
下
の

場
合
は
２
割
軽
減
で
、

万

８
０
０
１
円
か
ら

万
６

０
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０
円
未
満
の
場
合
は
３

割
軽
減
と
な
る
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
状
況
は

質
疑

本
町
で
は
、
ど
れ
だ

け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

普
及
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
、
住
民
の
利
便
性
を

図
る
た
め
に
発
行
さ
れ
る
が
、

２
月
末
現
在
の
申
請
件
数
は

１
８
０
０
件
で
あ
る
。

空
き
家
の
所
有
者
を

特
定
す
る
方
法
は

質
疑

倒
壊
の
危
険
が
あ
る

空
き
家
で
、
所
有
者
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
ど

う
や
っ
て
特
定
す
る
の
か
。

答
弁

戸
籍
を
調
べ
て
、
代

表
相
続
人
に
確
認
し
て
所
有

者
を
特
定
す
る
。
相
続
放
棄

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
弁
護

士
な
ど
に
相
談
す
る
。

薬
剤
師
に
特
殊
勤
務

手
当
を
出
す
の
か

質
疑

富
来
病
院
の
薬
剤
師

に
５
万
円
の
特
殊
勤
務
手
当

を
出
す
理
由
は
。

答
弁

民
間
と
は
初
任
給

の
額
に
差
が
あ
る
の
で
、
特

殊
勤
務
手
当
を
出
す
こ
と
で

民
間
と
の
待
遇
の
差
を
埋
め
、

薬
剤
師
不
足
を
解
消
し
た
い
。

総総務務産産業業建建設設常常任任委委員員会会

教教育育民民生生常常任任委委員員会会
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す
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に
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万
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お
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、

こ
れ
に
よ
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引
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げ
額
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回
の
介
護
保
険
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見

直
し
の
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に
も
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の
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金
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と
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こ
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以
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年
に
わ
た
り
議
員
を
務
め

た
冨
澤
議
員
に
、
永
年
在
職
議
員

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

冨
澤
議
員
か
ら
は
、「
今
後
も

町
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
、

放
射
線
防
護
施
設
の
稗
造
防
災

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

放
射
線
防
護
施
設
は
、
原
子

力
災
害
時
の
要
支
援
者
の
一
時

退
避
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
る

も
の
で
す
。

本
施
設
に
は
、
和
室
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
簡
易
ベ
ッ
ド
も

設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

所在地：志賀町今田

構造：鉄筋コンクリート

延床面積： ㎡

収容人数： 人

建設費： 億 万円（国が全額負担）

３
月

日
、
中
能
登
町
議
会

が
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め

視
察
に
見
え
ま
し
た
。

志
賀
町
議
会
で
は
、
平
成

年
度
に
、
議
長
を
除
く
全
議
員

を
委
員
と
し
た
予
算
決
算
常
任

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
予
算
や
決
算
の
審

査
内
容
が
深
ま
り
ま
し
た
。

本
研
修
で
は
、
委
員
会
の
審

査
の
方
法
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

                                

   

                                

   

議
案
第

号
か
ら
第

号
ま
で
の
平
成

年
度
各
会
計
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
策
、

計
上
予
算
額
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
適
切
か
つ
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
に
正
面
か
ら
取
り

組
み
、
本
町
の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
予
算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

議
案
第

号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
国
保
税
の
税
額
改
正
を
伴
う
条
例

で
あ
る
。
多
子
世
帯
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
税
額
が
高

く
な
り
、
子
育
て
支
援
に
逆
行
す
る
。

議
案
第

号

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
を
増
額
す
る
た
め
の
条
例
で
あ
る
。

基
金
を
使
え
ば
増
額
す
る
必
要
は
な
い
。

議
案
第

号

平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
事
実
上
の
原
発
推
進
団
体
で
あ
る
志
賀
原

子
力
発
電
所
環
境
安
全
対
策
協
議
会
に
対
す
る
補
助

金
が
含
ま
れ
て
い
る
。

議
案
第

号
と
第

号
か
ら
第

号
に
つ
い
て

は
、
国
保
税
、
介
護
保
険
料
、
下
水
道
料
金
の
改
定

を
見
積
も
っ
た
予
算
で
あ
り
反
対
す
る
。

討
論
と
は
、
議
案
や
請
願

に
対
し
、
議
員
が
自
己
の
賛

否
の
意
見
を
表
明
し
、
そ
の

理
由
を
述
べ
て
他
の
議
員

を
自
己
の
意
見
に
賛
同
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

発
言
で
す
。

議
案
第

号

国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
標
準
保
険

税
率
を
踏
ま
え
て
、
国
保
税
を
改

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
町
全
体
で

は
負
担
減
に
な
る
。

議
案
第

号

介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
料
の
負
担
増
を
お
願
い
す
る

も
の
だ
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
将
来
に
わ
た
り
安
心
な
保
障

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
改
正
で
あ
り
賛
成
す
る
。
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年
に
わ
た
り
議
員
を
務
め

た
冨
澤
議
員
に
、
永
年
在
職
議
員

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

冨
澤
議
員
か
ら
は
、「
今
後
も

町
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
、

放
射
線
防
護
施
設
の
稗
造
防
災

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

放
射
線
防
護
施
設
は
、
原
子

力
災
害
時
の
要
支
援
者
の
一
時

退
避
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
る

も
の
で
す
。

本
施
設
に
は
、
和
室
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
簡
易
ベ
ッ
ド
も

設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

所在地：志賀町今田

構造：鉄筋コンクリート

延床面積： ㎡

収容人数： 人

建設費： 億 万円（国が全額負担）

３
月

日
、
中
能
登
町
議
会

が
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め

視
察
に
見
え
ま
し
た
。

志
賀
町
議
会
で
は
、
平
成

年
度
に
、
議
長
を
除
く
全
議
員

を
委
員
と
し
た
予
算
決
算
常
任

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
予
算
や
決
算
の
審

査
内
容
が
深
ま
り
ま
し
た
。

本
研
修
で
は
、
委
員
会
の
審

査
の
方
法
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

                                

   

                                

   

議
案
第

号
か
ら
第

号
ま
で
の
平
成

年
度
各
会
計
の
予
算
に
つ
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て
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、
そ
の
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策
、

計
上
予
算
額
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
適
切
か
つ
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
に
正
面
か
ら
取
り

組
み
、
本
町
の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
予
算
で
あ
り
賛
成
す
る
。
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号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
国
保
税
の
税
額
改
正
を
伴
う
条
例

で
あ
る
。
多
子
世
帯
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
税
額
が
高

く
な
り
、
子
育
て
支
援
に
逆
行
す
る
。

議
案
第

号

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
を
増
額
す
る
た
め
の
条
例
で
あ
る
。

基
金
を
使
え
ば
増
額
す
る
必
要
は
な
い
。

議
案
第

号

平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
事
実
上
の
原
発
推
進
団
体
で
あ
る
志
賀
原

子
力
発
電
所
環
境
安
全
対
策
協
議
会
に
対
す
る
補
助

金
が
含
ま
れ
て
い
る
。

議
案
第

号
と
第

号
か
ら
第

号
に
つ
い
て

は
、
国
保
税
、
介
護
保
険
料
、
下
水
道
料
金
の
改
定

を
見
積
も
っ
た
予
算
で
あ
り
反
対
す
る
。

討
論
と
は
、
議
案
や
請
願

に
対
し
、
議
員
が
自
己
の
賛

否
の
意
見
を
表
明
し
、
そ
の

理
由
を
述
べ
て
他
の
議
員

を
自
己
の
意
見
に
賛
同
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

発
言
で
す
。

議
案
第

号

国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
標
準
保
険

税
率
を
踏
ま
え
て
、
国
保
税
を
改

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
町
全
体
で

は
負
担
減
に
な
る
。

議
案
第

号

介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
料
の
負
担
増
を
お
願
い
す
る

も
の
だ
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
将
来
に
わ
た
り
安
心
な
保
障

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
改
正
で
あ
り
賛
成
す
る
。
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番号 議案名と内容（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
平成２９年度一般会計補正予算･･･【１ ページ参照】

可決

賛 反

～
平成２９年度国民健康保険特別会計補正予算～平成２９年度町立富来病院事業会計

補正予算･･･【１ ページ参照】

可決

賛 反

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例･･･居宅介護支

援事業所の指定権限が県から町に委譲されることから、新たに条例を制定する。 
可決

賛 反

地域優良賃貸住宅管理条例･･･旧サイクリングターミナル跡地に建設中の「志賀町ますほ

の丘住宅」の設置や管理に関する条例を新たに制定する。 
可決

賛 反

志賀町稗造防災センター条例･･･一時的に退避する放射線防護施設として、稗造防災セン

ターを整備したので、新たに条例を制定する。 
可決

賛 反

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく

個人番号の利用に関する条例の一部改正･･･マイナンバーの独自利用事務として、不妊治

療費助成金と子育て短期支援事業にかかる事務を追加するための改正を行う。 

可決

賛 反

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正･･･薬剤師の処遇改善と人材確保を図るた

め、特殊勤務手当の支給対象に薬剤師を追加するための改正を行う。 
可決

賛 反

督促手数料の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例･･･コンビニ収納を実施するにあ

たり、町税等にかかる督促手数料を廃止するため、関係条例の整理を行う。 
可決

賛 反

企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化のための固定資産

税の特例に関する条例の一部改正･･･関係法令の改正により、条例の題名や適用条項の改

正を行う。 

可決

賛 反

国民健康保険基金条例の一部改正･･･関係法令の改正により、適用条項の改正を行う。 
可決

賛 反

乳幼児・児童医療費助成に関する条例の一部改正･･･就学のため町外へ転出した児童や

生徒を本助成の対象にするための改正を行う。 
可決

賛 反

遺児及び心身障害児扶養手当支給条例の一部改正･･･関係法令の改正により、支援の対

象に父子世帯が加えられたことから所要の改正を行う。 
可決

賛 反

国民健康保険条例の一部改正･･･関係法令の改正により、適用条項の改正を行う。 
可決

賛 反

国民健康保険税条例の一部改正･･･県から示された国保事業費納付金や標準保険税率の

算定結果を踏まえ、保険税の税率や税額等について改正を行う。 
可決

賛 反

介護保険条例の一部改正･･･第７期介護保険計画に基づき、平成 年度から 年度ま

での保険料について改正を行う。 
可決

賛 反

後期高齢者医療に関する条例の一部改正･･･関係法令の改正により、適用条項の改正を行

う。 
可決

賛 反

雌畜貸付け等に関する条例の一部改正･･･関係法令の改正により、適用条項の改正を行

う。 
可決

賛 反

・

志賀町農産物加工センター条例を廃止する条例・志賀町低温自動ラック倉庫条例を廃

止する条例･･･志賀町農産物加工センターと志賀町低温自動ラック倉庫を志賀農業協同組

合に無償譲渡するにあたり、条例を廃止する。

可決

賛 反

 

討論は ページ

討論は ページ

 

番号 議案名と内容（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案

・

財産の無償譲渡「志賀町農産物加工センター」・「志賀町低温自動ラック倉庫」･･･

志賀町農産物加工センターと志賀町低温自動ラック倉庫を志賀農業協同組合に無償譲渡す

るにあたり、議会の議決を求める。

可決

賛 反

財産の減額貸付け「いこいの村能登半島」･･･いこいの村能登半島の土地や建物などを

株式会社いこいの村能登半島に減額して貸し付けするにあたり、議会の議決を求める。

可決

賛 反

財産の処分「能登中核工業団地内の工場用地」･･･能登中核工業団地内の工場用地を株

式会社メタルヒートに売却するにあたり、議会の議決を求める。

可決

賛 反

志賀町道路線の認定（町道第１７２号大念寺新道線）･･･国道２４９号に接続する高浜

町地内の延長１８０メートルの道路を新たに町道認定する。

可決

賛 反

・
平成３０年度一般会計予算・平成３０年度国民健康保険特別会計予算･･･【 ページ参

照】
可決

賛 反

平成３０年度後期高齢者医療特別会計予算･･･【 ページ参照】
可決

賛 反

～
平成３０年度農業集落排水事業特別会計予算～平成３０年度介護保険特別会計予

算･･･【 ページ参照】
可決

賛 反

～
平成３０年度町立診療所事業特別会計～平成３０年度町立富来病院事業会計予算･･･

【 ページ参照】

可決

賛 反

 

※議長は採決に加わりません。

平成２９年度各会計の予算額

区 分 補 正 額 予 算 額

一 般 会 計 ７億１３６５万円 １３５億４４６３万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ５２６５万円 ３０億 ７３８万円

後期高齢者医療 １８３３万円 ３億３２０８万円

農業集落排水事業 ２８７万円 ５億 ２９５万円

公共下水道事業 △１０７万円 ７億３６０８万円

介 護 保 険 △４６３７万円 ２９億３３４８万円

企

業

会

計

水道
収益的支出 １３２３万円 ６億 ２２８万円

資本的支出 △８４９６万円 ３億１７３１万円

病院
収益的支出 ５７万円 １２億８５４６万円

資本的支出 △１７３７万円 ２億４３２０万円

合 計 ６億５１５３万円 ２３５億 ４８５万円

※一般会計では、除排雪に要する

経費やみらいとうぶの整備費を

増額するほか、国の補正にともな

う原子力災害対策施設の整備や

総合体育館トレーニング室の改

修などに要する事業費の追加を

主とした補正です。

※特別会計や企業会計では、いず

れも事業の確定や精算見込みに

よる補正です。

討論は ページ

討論は ページ
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番号 議案名と内容（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
平成２９年度一般会計補正予算･･･【１ ページ参照】

可決

賛 反

～
平成２９年度国民健康保険特別会計補正予算～平成２９年度町立富来病院事業会計

補正予算･･･【１ ページ参照】

可決

賛 反

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例･･･居宅介護支

援事業所の指定権限が県から町に委譲されることから、新たに条例を制定する。 
可決

賛 反

地域優良賃貸住宅管理条例･･･旧サイクリングターミナル跡地に建設中の「志賀町ますほ

の丘住宅」の設置や管理に関する条例を新たに制定する。 
可決

賛 反

志賀町稗造防災センター条例･･･一時的に退避する放射線防護施設として、稗造防災セン

ターを整備したので、新たに条例を制定する。 
可決

賛 反

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく

個人番号の利用に関する条例の一部改正･･･マイナンバーの独自利用事務として、不妊治

療費助成金と子育て短期支援事業にかかる事務を追加するための改正を行う。 

可決

賛 反

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正･･･薬剤師の処遇改善と人材確保を図るた

め、特殊勤務手当の支給対象に薬剤師を追加するための改正を行う。 
可決

賛 反

督促手数料の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例･･･コンビニ収納を実施するにあ

たり、町税等にかかる督促手数料を廃止するため、関係条例の整理を行う。 
可決

賛 反

企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化のための固定資産

税の特例に関する条例の一部改正･･･関係法令の改正により、条例の題名や適用条項の改

正を行う。 

可決

賛 反

国民健康保険基金条例の一部改正･･･関係法令の改正により、適用条項の改正を行う。 
可決

賛 反

乳幼児・児童医療費助成に関する条例の一部改正･･･就学のため町外へ転出した児童や

生徒を本助成の対象にするための改正を行う。 
可決

賛 反

遺児及び心身障害児扶養手当支給条例の一部改正･･･関係法令の改正により、支援の対

象に父子世帯が加えられたことから所要の改正を行う。 
可決

賛 反

国民健康保険条例の一部改正･･･関係法令の改正により、適用条項の改正を行う。 
可決

賛 反

国民健康保険税条例の一部改正･･･県から示された国保事業費納付金や標準保険税率の

算定結果を踏まえ、保険税の税率や税額等について改正を行う。 
可決

賛 反

介護保険条例の一部改正･･･第７期介護保険計画に基づき、平成 年度から 年度ま

での保険料について改正を行う。 
可決

賛 反

後期高齢者医療に関する条例の一部改正･･･関係法令の改正により、適用条項の改正を行

う。 
可決

賛 反

雌畜貸付け等に関する条例の一部改正･･･関係法令の改正により、適用条項の改正を行

う。 
可決

賛 反

・

志賀町農産物加工センター条例を廃止する条例・志賀町低温自動ラック倉庫条例を廃

止する条例･･･志賀町農産物加工センターと志賀町低温自動ラック倉庫を志賀農業協同組

合に無償譲渡するにあたり、条例を廃止する。

可決

賛 反

 

討論は ページ

討論は ページ

 

番号 議案名と内容（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案

・

財産の無償譲渡「志賀町農産物加工センター」・「志賀町低温自動ラック倉庫」･･･

志賀町農産物加工センターと志賀町低温自動ラック倉庫を志賀農業協同組合に無償譲渡す

るにあたり、議会の議決を求める。

可決

賛 反

財産の減額貸付け「いこいの村能登半島」･･･いこいの村能登半島の土地や建物などを

株式会社いこいの村能登半島に減額して貸し付けするにあたり、議会の議決を求める。

可決

賛 反

財産の処分「能登中核工業団地内の工場用地」･･･能登中核工業団地内の工場用地を株

式会社メタルヒートに売却するにあたり、議会の議決を求める。

可決

賛 反

志賀町道路線の認定（町道第１７２号大念寺新道線）･･･国道２４９号に接続する高浜

町地内の延長１８０メートルの道路を新たに町道認定する。

可決

賛 反

・
平成３０年度一般会計予算・平成３０年度国民健康保険特別会計予算･･･【 ページ参

照】
可決

賛 反

平成３０年度後期高齢者医療特別会計予算･･･【 ページ参照】
可決

賛 反

～
平成３０年度農業集落排水事業特別会計予算～平成３０年度介護保険特別会計予

算･･･【 ページ参照】
可決

賛 反

～
平成３０年度町立診療所事業特別会計～平成３０年度町立富来病院事業会計予算･･･

【 ページ参照】

可決

賛 反

 

※議長は採決に加わりません。

平成２９年度各会計の予算額

区 分 補 正 額 予 算 額

一 般 会 計 ７億１３６５万円 １３５億４４６３万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ５２６５万円 ３０億 ７３８万円

後期高齢者医療 １８３３万円 ３億３２０８万円

農業集落排水事業 ２８７万円 ５億 ２９５万円

公共下水道事業 △１０７万円 ７億３６０８万円

介 護 保 険 △４６３７万円 ２９億３３４８万円

企

業

会

計

水道
収益的支出 １３２３万円 ６億 ２２８万円

資本的支出 △８４９６万円 ３億１７３１万円

病院
収益的支出 ５７万円 １２億８５４６万円

資本的支出 △１７３７万円 ２億４３２０万円

合 計 ６億５１５３万円 ２３５億 ４８５万円

※一般会計では、除排雪に要する

経費やみらいとうぶの整備費を

増額するほか、国の補正にともな

う原子力災害対策施設の整備や

総合体育館トレーニング室の改

修などに要する事業費の追加を

主とした補正です。

※特別会計や企業会計では、いず

れも事業の確定や精算見込みに

よる補正です。

討論は ページ

討論は ページ
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南

今
般
の
大
雪
に
お
い

て
、
除
雪
の
業
者
よ
り
町
側

の
除
雪
指
示
が
遅
か
っ
た
の

で
は
と
の
声
が
聴
か
れ
た
。

ま
た
、
横
断
歩
道
の
渡
り

口
や
、
民
有
倉
庫
入
り
口
に

排
雪
を
山
積
み
に
し
て
い
る

の
を
見
か
け
た
。

今
回
の
除
雪
に
対
す
る
反

省
点
、
功
を
奏
し
た
点
、
今

後
の
課
題
や
改
善
点
は
。

町
長

今
回
の
大
雪
で
は
、

断
続
的
に
雪
が
降
り
続
き
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
経
験
不
足

な
ど
も
あ
り
、
一
部
の
地
域

で
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
。

ま
ず
は
、
幹
線
道
路
を
優

先
し
て
除
雪
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
よ
う

な
大
雪
の
場
合
、
排
雪
場
所

が
な
く
一
部
の
交
差
点
や
横

断
歩
道
の
渡
り
口
付
近
に
集

積
せ
ざ
る
を
得
な
い
対
応
と

な
っ
た
。

今
後
は
、
県
の
道
路
除
雪

連
携
会
議
を
通
し
て
他
市
町

の
取
組
状
況
を
共
有
し
、
除

雪
体
制
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

南

こ
の
冬
、
当
町
を
含

む
日
本
海
側
各
地
に
北
朝
鮮

籍
と
み
ら
れ
る
木
造
船
が

次
々
と
漂
着
し
て
い
る
。

近
年
に
な
い
数
の
船
が
漂

着
を
し
て
お
り
、
中
に
は
乗

組
員
が
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

住
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
恐

怖
で
あ
る
。

本
町
は
、地
理
的
特
性
上
、

海
岸
漂
着
物
が
多
く
、
特
に

危
険
な
漂
着
物
に
つ
い
て
は
、

万
全
の
対
策
を
施
す
必
要
が

あ
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

環
境
安
全
課
長

不
審
船

等
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
警
察
と
海
上
保
安

庁
へ
通
報
を
行
い
、
県
や
町

で
処
分
し
て
い
る
が
、
北
朝

鮮
籍
と
確
認
さ
れ
れ
ば
、
経

費
は
国
か
ら
全
額
助
成
さ
れ

る
。 今

後
も
関
係
機
関
と
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
に

は
、
危
険
な
漂
着
物
を
発
見

し
た
場
合
は
近
づ
か
ず
、
警

察
等
へ
通
報
す
る
よ
う
周
知

し
た
い
。

除
雪
に
対
す
る
今
後
の
課
題
は

 

危険な漂着物への対策は

関係機関と連携を図る 環境安全課長

町政を問う！一般質問 

除
雪
体
制
の
あ
り
方
を
検
討
す
る町長

千ノ浦海岸に漂着した木造船

南 正紀 議員

 

     

福
田

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

個
人
な
ど
へ
小
型
除
雪
機
の

購
入
経
費
に
対
す
る
補
助
制

度
を
設
け
て
い
る
自
治
体
が

全
国
で
多
く
あ
る
。

県
内
で
は
金
沢
市
、
能
登

町
、
輪
島
市
が
こ
の
制
度
を

設
け
て
い
る
が
、
本
町
で
も

制
度
導
入
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

ま
た
、
住
民
に
対
し
て
、

事
前
の
除
雪
の
お
知
ら
せ
、

除
雪
状
況
、
今
後
の
見
通
し

を
防
災
無
線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使

っ
て
広
報
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長

小
型
除
雪
機
の
必
要

性
に
つ
い
て
意
向
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
助
成
制
度
の
創
設
を
検
討

し
た
い
。

住
民
に
事
前
の
除
雪
情
報

を
知
ら
せ
る
こ
と
は
、
警
報

の
発
表
時
間
や
降
雪
、
気
象

条
件
等
に
よ
り
除
雪
作
業
が

遅
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
難
し
い
。

福
田

放
射
線
防
護
施
設
で

あ
る
旧
土
田
小
の
正
門
側
に

つ
な
が
る
道
路
は
、
車
が
交

差
で
き
る
よ
う
な
道
で
は
な

く
、
い
ざ
緊
急
時
に
車
が
押

し
寄
せ
た
際
に
は
、
た
ど
り

着
く
こ
と
が
難
し
い
。

給
食
搬
入
口
側
か
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
側
に
下
る
坂
を
整
備

し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
下
の
道
路

に
つ
な
げ
れ
ば
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長

放
射
線

防
護
施
設
の
利
用
は
限
定
的

で
、
多
く
の
車
が
押
し
寄
せ

る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

給
食
搬
入
口
側
の
坂
道
は
、

勾
配
が
急
で
見
通
し
も
悪
く
、

車
両
通
行
上
の
安
全
性
が
確

保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
適
さ
な

い
た
め
整
備
は
難
し
い
。

創設について検討したい
町長

旧
土
田
小
へ
の
道
路
を
整
備
せ
よ

道
路
整
備
は
難
し
い

学
校
教
育
課
長

11 

 

中核工業団地 

町政を問う！一般質問 

そ
の
他
の
質
問
・・

福
田

地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
の
現
状
と
今
後
の
計
画

を
問
う
。

ふ
る
さ
と
創
生
室
長

平
成

年
度
は
、
観
光
分
野
と
地

域
づ
く
り
分
野
で
２
名
の
隊

員
が
活
動
し
て
い
た
が
、
現
在

は
退
任
し
て
い
る
。

年
度
は
、
観
光
業
を
支

援
す
る
た
め
の
志
賀
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
設
立
・
運
営
に
向
け
た
取

り
組
み
を
す
る
隊
員
と
、
出
会

い
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
す
る
隊
員
の
２
名
を
新
た

に
募
集
し
た
い
。

旧土田小の正門側につながる道路

福田 晃悦 議員

小型除雪機の購入に補助を

助成制度を検討したい 町長

議会だより しか № 51 号
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す
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。
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る
今
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田

放
射
線
防
護
施
設
で

あ
る
旧
土
田
小
の
正
門
側
に

つ
な
が
る
道
路
は
、
車
が
交

差
で
き
る
よ
う
な
道
で
は
な

く
、
い
ざ
緊
急
時
に
車
が
押

し
寄
せ
た
際
に
は
、
た
ど
り

着
く
こ
と
が
難
し
い
。

給
食
搬
入
口
側
か
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
側
に
下
る
坂
を
整
備

し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
下
の
道
路

に
つ
な
げ
れ
ば
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長

放
射
線

防
護
施
設
の
利
用
は
限
定
的

で
、
多
く
の
車
が
押
し
寄
せ

る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

給
食
搬
入
口
側
の
坂
道
は
、

勾
配
が
急
で
見
通
し
も
悪
く
、

車
両
通
行
上
の
安
全
性
が
確

保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
適
さ
な

い
た
め
整
備
は
難
し
い
。

創設について検討したい
町長

旧
土
田
小
へ
の
道
路
を
整
備
せ
よ

道
路
整
備
は
難
し
い

学
校
教
育
課
長
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中核工業団地 

町政を問う！一般質問 

そ
の
他
の
質
問
・・

福
田

地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
の
現
状
と
今
後
の
計
画

を
問
う
。

ふ
る
さ
と
創
生
室
長

平
成

年
度
は
、
観
光
分
野
と
地

域
づ
く
り
分
野
で
２
名
の
隊

員
が
活
動
し
て
い
た
が
、
現
在

は
退
任
し
て
い
る
。

年
度
は
、
観
光
業
を
支

援
す
る
た
め
の
志
賀
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
設
立
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運
営
に
向
け
た
取

り
組
み
を
す
る
隊
員
と
、
出
会

い
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
す
る
隊
員
の
２
名
を
新
た

に
募
集
し
た
い
。

旧土田小の正門側につながる道路

福田 晃悦 議員

小型除雪機の購入に補助を

助成制度を検討したい 町長

議会だより しか № 51 号
平成３０年４月２６日発行17



 

                               

        

中
谷

大
坂
山
ト
ン
ネ
ル
内

の
中
央
部
の
照
明
が
暗
く
、

「
子
ど
も
が
あ
の
ト
ン
ネ
ル

を
通
る
の
を
怖
が
る
の
で
通

れ
ま
せ
ん
。」と
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
声
が
あ
る
。

基
準
照
度
は
満
た
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状

に
即
し
た
、
安
心
安
全
な
ト

ン
ネ
ル
に
す
べ
き
で
あ
る
。

農
林
水
産
課
長

照
明
は
、

設
計
速
度
や
交
通
量
、
延
長

等
を
加
味
し
、
安
全
性
を
考

慮
し
た
基
準
に
よ
り
適
正
に

設
置
し
て
い
る
。

し
か
し
、
設
置
後

年
余

り
が
経
過
し
、
経
年
劣
化
に

よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
い
る

箇
所
も
あ
る
た
め
、
順
次
、

取
り
替
え
て
い
く
。

       

                                

 中
谷

国
の
指
導
の
も
と
、

県
内
で
も
多
く
の
自
治
体
で
、

入
学
準
備
金
の
増
額
と
小
中

学
校
へ
の
新
入
学
前
で
の
支

給
が
始
ま
っ
て
い
る
。

本
町
で
も
、
子
ど
も
達
が

心
を
痛
め
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
入
学
準
備
金
の
増
額
と

支
給
時
期
を
入
学
前
の
２
月
、

３
月
に
す
る
よ
う
求
め
る
。

 

学
校
教
育
課
長

新
入
学

学
用
品
費
（
入
学
準
備
金
）

の
助
成
対
象
と
な
る
世
帯
は
、

前
年
の
所
得
に
よ
り
判
定
さ

れ
る
た
め
、
本
町
で
は
、
所

得
が
確
定
す
る
６
月
に
支
給

し
て
い
る
。

こ
れ
を
入
学
前
に
支
給
す

る
に
は
、
２
年
前
の
所
得
に

よ
り
判
定
す
る
こ
と
と
な
り
、

所
得
状
況
の
変
動
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
実
態
に
即
さ
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
支
給
額
に
つ
い
て

は
、
国
の
要
保
護
世
帯
基
準

に
合
わ
せ
て
支
給
し
て
い
る
。 

 

入学準備金の支給時期を早めよ

早期支給は実態に即さない 学校教育課長

大
坂
山
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
が
暗
い

照明が暗いとされる大坂山トンネル 

町政を問う！一般質問 

適
正
に
設
置
し
て
い
る農

林
水
産
課
長

そ
の
他
の
質
問
・・

中
谷

志
賀
地
域
の
下
水
道

料
金
の
値
上
げ
は
、
本
町
の
活

性
化
や
暮
ら
し
応
援
に
逆
行

す
る
。

ま
ち
整
備
課
長

議
決
ど
お

り
、
志
賀
地
域
の
料
金
を
値
上
げ

し
、
町
内
の
料
金
を
統
一
す
る
。

中
谷

基
金
を
使
っ
て
介
護

保
険
料
を
据
え
置
く
べ
き
。

健
康
福
祉
課
長

す
で
に
基

金
は
使
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

引
き
上
げ
額
を
抑
え
て
い
る
。

中
谷

原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
法
案
に
対
す

る
町
長
の
見
解
を
問
う
。

町
長

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
動
向
を
注
意
深
く
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

中谷 松助 議員

 

堂
下

昨
今
、
教
員
の
長
時

間
勤
務
と
過
労
死
が
社
会
問

題
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

教
員
の
長
時
間
勤
務
の
改

善
に
向
け
た
対
策
は
。

教
育
長

全
校
に
タ
イ
ム

カ
ー
ド
を
導
入
し
、
勤
務
実

態
の
把
握
と
教
職
員
の
働
き

方
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

長
時
間
勤
務
が
多
い
教
職
員

に
は
、
学
校
長
が
個
別
に
指

導
し
て
い
る
。 

今
後
は
、
帰
宅
時
刻
の
目

標
設
定
や
夏
季
休
業
中
に
お

け
る
学
校
閉
庁
日
の
設
定
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

ま
た
、
中
学
校
の
部
活
動

で
は
、
外
部
指
導
者
を
配
置

す
る
た
め
の
経
費
を
新
年
度

よ
り
予
算
に
計
上
し
て
お
り
、

学
校
と
相
談
の
上
、
適
切
な

人
材
を
配
置
し
た
い
。 

今
後
も
教
職
員
の
健
康
管

理
や
働
く
意
欲
の
向
上
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

 

      

堂
下

１
・
２
月
の
大
雪
に

よ
る
断
水
の
被
害
状
況
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
積
雪
・
凍
結
で
の

空
き
家
や
危
険
家
屋
に
対
す

る
対
応
も
改
め
て
認
識
さ
れ

た
と
思
う
が
、そ
の
対
策
は
。

ま
ち
整
備
課
長

富
来
地

域
の
全
域
で
被
害
が
発
生
し

た
が
、
消
防
団
員
や
水
道
検

針
員
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

３
日
間
ほ
ど
で
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

空
き
家
に
対
し
て
は
、
水

道
を
使
わ
な
い
場
合
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止

水
栓
を
閉
め
る
か
、
閉
栓
手

続
き
す
る
よ
う
周
知
し
た
い
。

空
き
家
の
漏
水
対
策
は

町政を問う！一般質問 

閉
栓
手
続
す
る
よ
う
周
知
し
た
い

ま
ち
整
備
課
長

富来地域での漏水の確認作業 

そ
の
他
の
質
問
・・

堂
下

福
島
の
原
発
事
故
か

ら
７
年
を
迎
え
て
の
所
感
は
。

町
長

改
め
て
町
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
る
。

国
に
対
し
て
は
、
被
災
者

に
寄
り
添
っ
た
迅
速
な
復

興
・
再
生
へ
の
取
り
組
み
を

要
請
し
た
い
。

堂
下

原
子
力
防
災
訓
練
を

厳
冬
期
の
１
月
・
２
月
に
実

施
で
き
な
い
か
。

町
長

県
、
関
係
機
関
と
協

議
し
て
、
原
子
力
防
災
の
充

実
・
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

教員の長時間勤務を改善せよ

対策を検討したい 教育長
堂下 健一 議員
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稲
岡

本
年
、
記
録
的
な
大

雪
の
影
響
で
、
県
内
各
地
に

大
き
な
被
害
が
発
生
し
、

本
町
で
も
空
き
家
で
の
漏
水

が
原
因
と
み
ら
れ
る
大
規
模

な
断
水
が
発
生
し
た
。

全
国
あ
る
い
は
県
内
各
地

で
も
、
積
雪
に
よ
る
空
き
家

の
損
壊
が
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
に
も
緊
急
性
の
高

い
倒
壊
危
険
家
屋
は
多
い
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

策
を
進
め
る
べ
き
だ
。

ま
ち
整
備
課
長

空
き
家

対
策
に
つ
い
て
は
、
大
雪
に
か

か
わ
ら
ず
進
め
て
い
る
。

昨
年
度
実
施
し
た
実
態
調

査
に
よ
り
判
明
し
た
６
１
０

件
の
空
き
家
の
中
で
、
危
険

と
思
わ
れ
る
空
き
家

件

に
つ
い
て
、
順
次
、
現
地
判

定
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
を
協
議
し
特
定
空
き
家
を

決
定
し
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
て
い
く
。

                    

稲
岡

昨
年
７
月
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
（
※
）

が
全
国
共
通
の
マ
ー
ク
と
し

て
認
め
ら
れ
た
。

現
在
、
東
京
都
を
は
じ
め

全
国

都
道
府
県
で
導
入
、

あ
る
い
は
導
入
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
ま
だ
認

知
度
が
低
く
、
使
用
者
か
ら

は
「
周
り
に
わ
か
っ
て
も
ら

え
な
い
」と
い
う
声
を
聞
く
。

本
町
で
の
導
入
と
周
知
活

動
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

町
長

日
常
生
活
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
こ

の
よ
う
な
配
慮
の
必
要
な
方

に
適
切
な
支
援
を
行
う
仕
組

み
づ
く
り
は
、
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、

よ
り
広
域
で
行
っ
て
い
く
こ

と
が
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ

れ
、
石
川
県
や
他
市
町
の
動

向
も
把
握
し
な
が
ら
、
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

   町政を問う！一般質問 

ヘルプマークの導入と周知活動を

県や他市町と連携して取り組む 町長

倒壊の危険がある空き家 

大
雪
に
備
え
て
の
空
き
家
対
策
は

大
雪
に
か
か
わ
ら
ず
進
め
て
い
る

ま
ち
整
備
課
長

（
※
）
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は

 

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、
内
部
障
害

や
難
病
の
方
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、
外
見
か
ら
は
分

か
ら
な
く
て
も
、
こ
の
マ
ー
ク
を
身
に
付
け
て
い
る
こ

と
に
よ
り
周
囲
の
援
助
や
配
慮
を
得
や
す
く
な
る
よ

う
、
東
京
都
が
平
成

年
度
に
作
製
し
た
も
の
で
す
。

町政を問う！一般質問 

デ
ザ
イ
ン
は
、
赤

地
に
十
字
と
ハ
ー
ト

の
マ
ー
ク
を
白
抜
き

し
た
も
の
で
す
。

稲岡 健太郎 議員

 

越
後

甘
田
海
岸
を
中
心
と

す
る
約
４
㎞
は
、「
能
登
は
ん

み
ょ
う
海
岸
」
と
名
付
け
ら

れ
、
絶
滅
危
惧
種
イ
カ
リ
モ

ン
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
が
生
息
し
て

い
る
。

①
イ
カ
リ
モ
ン
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

を
保
護
す
る
た
め
の
校
外
教

室
が
前
に
実
施
さ
れ
た
が
、

現
在
は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ

れ
て
い
る
か
。

②
甘
田
海
岸
に
、
観
察
の
た

め
の
駐
車
場
を
整
備
し
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
海
岸
漂

着
ご
み
に
対
す
る
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

③
イ
カ
リ
モ
ン
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ロ
ゴ
マ

ー
ク
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

デ
ザ
イ
ン
制
作
し
て
、
発
信

力
を
高
め
て
は
ど
う
か
。

④
甘
田
海
岸
を
サ
ー
フ
ィ
ン

の
基
地
と
し
て
整
備
し
て
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、

若
者
定
着
に
つ
な
げ
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長

石
川
県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
イ
カ

リ
モ
ン
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
は
、
大

島
・
甘
田
地
内
か
ら
羽
咋
市

ま
で
の
２
・
５
㎞
の
海
岸
が
、

本
州
で
は
唯
一
の
生
息
地
で

あ
る
。

①
石
川
県
、
羽
咋
市
、
本
町

で
は
、
イ
カ
リ
モ
ン
ハ
ン
ミ

ョ
ウ
の
保
護
の
た
め
、
活
動

費
を
負
担
し
、
地
元
住
民
や

石
川
県
立
大
学
と
と
も
に
保

護
対
策
協
議
会
を
設
置
し
て

い
る
。

こ
の
協
議
会
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
生
息
地
保
全
な

ど
の
保
護
活
動
を
推
進
し
、

学
習
機
会
と
し
て
、
地
元
小

学
生
、
保
護
者
を
対
象
と
し

た
観
察
会
を
年
４
回
実
施
し

て
い
る
。

②
漂
着
ご
み
に
つ
い
て
は
、

石
川
県
か
ら
町
が
委
託
を
受

け
、
年
１
回
、
回
収
し
て
い

る
ほ
か
、
地
元
区
や
観
察
会

で
も
回
収
し
て
お
り
、
生
息

地
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
車
両
乗
り
入
れ
防
止
柵

付
近
に
駐
車
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
現
段
階
で
は
考
え

て
い
な
い
。

③
イ
カ
リ
モ
ン
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

の
ロ
ゴ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、

協
議
会
が
ス
ト
ラ
ッ
プ
付
き

バ
ッ
ジ
を
制
作
し
て
お
り
、

本
町
で
も
広
報
活
動
に
活
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④
サ
ー
フ
ィ
ン
に
つ
い
て
は
、

愛
好
者
は
冬
季
シ
ー
ズ
ン
に

限
ら
れ
、
費
用
対
効
果
を
考

え
る
と
厳
し
く
、
サ
ー
フ
ィ

ン
専
用
の
環
境
整
備
は
困
難

で
あ
る
。

イカリモンハンミョウの保護を

保護活動を推進したい 町長

絶滅危惧Ⅰ種に指定されるイカリモンハンミョウ 

町政を問う！一般質問 
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町政に活かす！研修レポート

会
派
制

会
派
制
の
本
来
の
目
的
は

「
政
策
集
団
」
で
あ
り
、
人
事

目
的
で
は
長
続
き
は
し
な
い
。

会
派
制
を
と
る
に
は
し
っ

か
り
と
し
た
目
的
を
持
っ
て

設
置
す
べ
き
で
す
。

政
務
活
動
費

政
務
活
動
費
は
、
年
額

万
円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
議

員
ご
と
の
使
用
状
況
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
な
ど
、

情
報
の
公
開
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会
は
、
住
民
が
日

頃
か
ら
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、

住
民
か
ら
の
提
言
を
聞
く
な

ど
、
意
見
交
換
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。

説
明
に
は
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
て
、
視
覚
的
に
理
解
し
や

す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
報
告
会
終
了
後
に

は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
次

回
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

議議会会改改革革調調査査特特別別委委員員会会
委員 長 冨澤 軒康
副委員長 南 正紀

委 員 稲岡健太郎
〃 堂下 健一
〃 林 一夫
〃 戸坂忠寸計

内
灘
町
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
か
か
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
、
通
信
費
（
機
器
代
金

含
む
）
と
サ
ー
ビ
ス
料
で
毎
月

１
人
あ
た
り
５
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

は
た
し
て
、
こ
の
費
用
に
見

合
う
だ
け
の
価
値
が
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
に
あ
る
の
か
と
い

う
観
点
か
ら
、
導
入
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

ペ
ー
パ
レ
ス
化
や
資
料
作

成
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

だ
け
で
な
く
、
資
料
を
デ
ー
タ

化
し
て
見
る
こ
と
で
、
資
料
を

持
ち
運
ぶ
必
要
が
な
く
な
り
、

過
去
の
資
料
を
速
や
か
に
確

認
で
き
ま
す
。

【
デ
メ
リ
ッ
ト
】

端
末
の
画
面
サ
イ
ズ
が
小

さ
い
こ
と
で
、
資
料
が
見
に
く

く
な
り
、
他
の
資
料
と
並
べ
て

見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

以
上
の
調
査
か
ら
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
導
入
は
、
経
費
削

減
が
図
れ
る
だ
け
で
な
く
、
審

議
の
活
性
化
、
印
刷
や
配
付
に

か
か
る
職
員
の
労
力
や
時
間

軽
減
に
つ
な
が
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
期

待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
端
末
を
２
画
面
表
示

で
き
る
サ
イ
ズ
に
す
る
こ
と

で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
改
善
さ
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

志
賀
町
議
会
で
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
試
行
と
し
て
、
一

部
の
議
員
に
、
紙
資
料
と
並
行

し
て
議
員
個
人
が
所
有
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し

て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
試
行
に
よ
っ
て
、
議
会

内
で
理
解
が
深
ま
り
、
導
入
機

運
が
高
ま
れ
ば
本
格
的
に
導

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

【日程】３月１日 【視察先】内灘町議会

 

                                

                                

  

大
甕

お
お
み
か

事
業
所

原
子
力
発
電
所
中
央
制
御

シ
ス
テ
ム
へ
の
ハ
ッ
カ
ー
攻

撃
に
対
す
る
対
策
訓
練
施
設

を
見
学
し
ま
し
た
。 

３
・

以
降
の
発
電
所
管

理
体
制
の
強
化
を
踏
ま
え
た

対
策
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
管

理
体
制
強
化
の
一
端
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

    
日
立
事
業
所
臨
海
工
場

使
用
済
核
燃
料
の
乾
式
貯

蔵
に
用
い
る
キ
ャ
ス
ク
と
呼

ば
れ
る
円
筒
形
の
缶
の
製
造

を
中
心
に
工
場
を
見
学
し
ま

し
た
。 

確
か
な
部
材
と
精
密
な
溶

接
技
術
に
よ
っ
て
キ
ャ
ス
ク

が
製
造
さ
れ
る
ラ
イ
ン
を
見

て
、
我
が
国
の
モ
ノ
づ
く
り

の
凄
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。 

 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
研
究
所

 

厳
重
な
管
理
体
制
の
も
と
、

高
速
増
殖
炉
に
お
け
る
使
用

済
核
燃
料
か
ら
の
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
取
り
出
す
工
程
を
見

学
し
ま
し
た
。 

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
で

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
開

発
を
担
う
大
き
な
社
会
的
責

任
を
背
負
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。 

   

東
海
発
電
所

 

日
本
の
商
業
用
原
子
力
発

電
所
で
は
、
初
め
て
廃
止
措

置
と
な
っ
た
東
海
発
電
所
の

現
在
を
見
た
こ
と
で
、
廃
炉

に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
掴
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
使
用
済
核
燃
料
の

乾
式
貯
蔵
に
つ
い
て
も
実
物

を
見
る
こ
と
で
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

 
                               

                                

１
月

日
、
平
成

年
９
月
に
発
生
し
た

「
志
賀
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
原
子
炉
建

屋
内
に
雨
水
が
流
入
し
た
ト
ラ
ブ
ル
」
の
再
発

防
止
対
策
等
に
つ
い
て
、
国
と
北
陸
電
力
に
説

明
を
求
め
ま
し
た
。

北
陸
電
力
に
対
し
て
は
、「
最
大
限
の
緊
張

感
を
持
っ
て
業
務
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。
」
、

「
こ
れ
で
は
信
頼
を
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
。」
と
い
っ
た
厳
し
い
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

町政に活かす！研修レポート

委員は議長をのぞく全議員です。

委 員 長 林 一夫
副委員長 冨澤 軒康

原原子子力力発発電電所所対対策策
特特別別委委員員会会

【日程】１月 日・２月１日 【視察先】茨城県

㈱日立製作所での研修 

 

【
北
陸
電
力
の
コ
メ
ン
ト
】

 

心
配
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
た
い
。
今
後
も
安
全
性
を
高
め
る
た

め
、
原
子
力
安
全
推
進
部
を
立
ち
上
げ
た
い
と

考
え
て
お
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
社
外

１
名
、
社
内
１
名
を
指
導
・
助
言
者
と
し
て
配

置
し
た
い
。

【
国
の
コ
メ
ン
ト
】

 

本
事
象
に
対
す
る
北
陸
電
力
の
原
因
分
析

と
対
策
に
対
す
る
評
価
は
、
お
お
む
ね
妥
当
と

判
断
し
た
。
引
き
続
き
、
北
陸
電
力
の
活
動
の

状
況
を
監
視
し
て
い
き
た
い
。
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町政に活かす！研修レポート

会
派
制
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い
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と
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し
っ
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す
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付
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。
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な
ど
、

情
報
の
公
開
に
も
努
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い
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。

議
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報
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。
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ソ
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し
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。
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の
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速
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の
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面
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が
小
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こ
と
で
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り
、
他
の
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と
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比
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こ
と
が
で
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の
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と
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委員は議長をのぞく全議員です。
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㈱日立製作所での研修 

 

【
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陸
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力
の
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ト
】

 

心
配
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
た
い
。
今
後
も
安
全
性
を
高
め
る
た

め
、
原
子
力
安
全
推
進
部
を
立
ち
上
げ
た
い
と

考
え
て
お
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
社
外

１
名
、
社
内
１
名
を
指
導
・
助
言
者
と
し
て
配

置
し
た
い
。

【
国
の
コ
メ
ン
ト
】

 

本
事
象
に
対
す
る
北
陸
電
力
の
原
因
分
析

と
対
策
に
対
す
る
評
価
は
、
お
お
む
ね
妥
当
と

判
断
し
た
。
引
き
続
き
、
北
陸
電
力
の
活
動
の

状
況
を
監
視
し
て
い
き
た
い
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◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は 

◇
太
鼓
に
魅
了
さ
れ
、
太
鼓

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
、
町
内

の

歳
か
ら

歳
代
の
男

性
で
、
会
員
数
は

名
で
す
。

◆
普
段
の
活
動
は

◇
石
川
県
太
鼓
連
盟
や
志
賀

の
太
鼓
連
絡
協
議
会
に
所
属

し
、「
石
川
の
太
鼓
」
や
「
こ

れ
で
も
か
！
太
鼓
」
な
ど
、

地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
な
く
、
祭
礼
、
結

婚
披
露
宴
、
施
設
慰
問
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
舞
台
と
競
技
大
会

に
向
け
て
の
練
習
を
全
体
で

週
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
協
調
性
を

も
っ
た
行
動
を
心
掛
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
活
動
に
よ
る
成
果
は

◇
各
地
区
の
太
鼓
打
ち
競
技

大
会
に
精
力
的
に
参
戦
し
、

高
浜
大
会
で
は
４
組
の
大
関

を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

５
組
目
、
６
組
目
の
大
関

を
目
指
し
て
精
進
し
ま
す
。

◆
今
後
の
目
標
は

◇
保
存
会
の
永
年
継
承
を
第

一
の
目
標
に
、
志
賀
町
の
伝

統
文
化
で
も
あ
る
太
鼓
を
伝

承
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
は
、
人
間
性
を
高
め

る
べ
く
鍛
錬
を
続
け
、
地
域

に
活
力
を
も
た
ら
す
活
動
や

観
て
い
た
だ
く
皆
様
に
元
気

に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

太
鼓
を
創
り
た
い
で
す
。

会長 谷口 衛 さん

シリーズ グループ紹介㉙ 

（火）

本会議 議案の上程

（町長が行政報告や議案説明をします。）

（火）

本会議 一般質問

（議員が町政について質問をします。）

（火）

本会議 議案の採決

（議案の可否について決定をします。）
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６月定例会の予定日です。本会議を傍聴してみませんか。

町内に 人集客のイベントホールがほしいです！ 
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